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研究成果の概要（和文）： 

本研究は医学部スキルスラボでの基本的臨床技能教育を通じた非常勤スタッフの再教育コー

スの構築・及び平行して行われる基本的臨床技能実習で確かに医学生がその能力を身につける

ことを検証するという目標を設定して実施した医学教育研究である。研究成果としては、①「基

本的臨床技能教育スタッフ再教育コース」のニーズ調査により、医学生の視点も取り入れるこ

とがコースの洗練に重要であることが明らかとなったこと、②それを受けて、学生の視点から

みた『よき教育スタッフ像』についてフォーカスグループを実施し、その結果、教育スキル獲

得コースのエッセンスを抽出・同定したこと、③そして様々な臨床教育に応用できるような、

非常勤スタッフ向けの再教育コースプロトタイプを構築すること、以上３点が達成された。今

後はこのようなプロトタイプの経験事例を重ねていく必要性がある。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This study was aimed at developing a retraining course for clinical teachers to teach 
clinical skills and exploring its effectiveness of the clinical skills training for medical 
students taught by the retrained clinical teachers. The researchers conducted the need 
survey of retraining course indicating the essential teaching skills required for clinical 
teachers. The prototype of the course for retraining clinical teachers was successfully 
developed. Further study should be a case series study to evaluate the effectiveness of 
the prototype of the program. 
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１．研究開始当初の背景 

よき臨床医を育成するため、卒前教育での基

本的臨床技能教育が重要なことに疑いの余

地はない。医師が持つべき基本的臨床技能に

関して、研究者らは「臨床能力マトリックス」

というモデルでその全体像をまとめ、教育の

重要性を主張してきた。 

 

このマトリックスには、伝統的に重要視され

てきた知識のみならず、コミュニケーション

も含めた医療面接技能、身体診察技能も含ま

れる。技能教育に関する研究者らの 2005 年

度全国調査によれば、回答した全国 76 大学

医学部中、51校もの医学部が、世界水準のス

キルスラボ（技能教育用の設備を整えた施

設）を設立していた。事実、海外の医学教育

先進校では、スキルスラボでの実習は臨床技

能獲得に有用であることが実証され、スキル

スラボでの技能実習の機運は高まる一方で

ある。しかし、スキルスラボで技能実習を指

導する教育スタッフの人材不足、かつそれが

医学生の実習成果に多大な影響を及ぼして

いる可能性を、本研究者は海外の研究者と明

らかにした。日本では慢性的医師不足が叫ば

れ、医師は多忙を極めているが、一方で、我々

は産後に現場復帰を望んだりする医者や、基

本的臨床技能を学びなおそうとする診療勤

務の医師などのような、様々な医師の再教育

成功事例を着実に重ねてきた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、医学部スキルスラボでの基本的

臨床技能教育において、非常勤教育スタッフ

が教育参画した場合、医学生が基本的臨床技

能を着実に獲得できることを実証する事を

趣意としている。また非常勤教育スタッフ育

成のためパッケージ化された「基本的臨床技

能教育スタッフ再教育コース（Retraining 

Course for Instructors on Clinical Skills

（RICS）」が、確かな基本的臨床技能と教育

スキルを有する医師を育成し、非常勤教育ス

タッフ自身のキャリアパス発展にも資する

ことを証明することを目的としていた。 

 

３．研究の方法 

大きく研究計画を年次別に記述する。 

計画概要 

年次（平成） 内容 

２１ ニーズ調査 

２２ RICS パッケージ化 

２３ RICS トライアル 

（公募・実践・評価） 

●平成 21 年度：予備調査（ニーズ調査） 

我々の従来の方法について、市中病院、診療

所、産業医、大学の医師を対象とした半構造

化面接によるニーズ調査を実施する。 

●平成 22 年度：RICS パッケージ化 

RICS 構築のため、我々がすでに実践してい

る１）基本的臨床技能講習会、5 年間の実績

がある２）教育スキル獲得シリーズ、３）名

古屋大学スキルスラボで実施している基本

的臨床技能実習、及び４）自己学習支援体制

を改善し、パッケージ化する。 

●平成 23 年度：RICS トライアル 

第一段階：参加者公募を実施する。 

第二段階：スキルスラボ専任指導医による

RICS を開催する。 



第三段階：RICS で養成された仮認定教育ス

タッフが、実際に、総合診療部外来診療やス

キルスラボでの卒前教育を担当する。 

第四段階：包括的 360°評価方法により、教

育スタッフの評価を行う。 

第五段階：第一段階から、第四段階までのプ

ロセスで得られた情報を土台に、RICS によ

りもたらされたアウトカムへの評価も含め

て、RICS に対する総合評価を行う。 

 
４．研究成果 

ニーズ調査：模擬患者を用いて行われる医療

面接・身体診察実習に参加し、かつスキルス

ラボを使用した医学生を対象に、学生の視点

からの「よき教育スタッフ像」についてもフ

ォーカスグループを実施し、よき教育スタッ

フ像を把握した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果、上述の如く、取得すべき教育能力の４

つの領域を厳選することができた。これは基

本的臨床能力と相通じるものがあると言え、

患者の診療と教育とは類似点があることが

示唆されている。このように学生の意見を基

盤にコア能力をまとめることで、当初予定さ

れていた教育スキル獲得コースは、5時間か

ら3時間に短縮され実施しやすいコースとな

った。 

また研究関連図書からプログラムに有用な

情報を抽出し、さらには学会で情報収集を

行い、研究協力者らとRICSに関して議論し

パッケージ化させることが出来た。 

RICSプロトタイプ 

STEP 学習内容 時間（h）

１ 実習現場見学 0.5 

２ 基本的臨床技能の再確

認（ビデオ視聴） 

1 

３ 教育スキル獲得コース ３ 

４ 教育シミュレーション

SP(模擬患者)と医学生

が参加する環境で、教

育実践を経験する。 

0.5 

４ 現場での教育（セッシ

ョン１回/時間に４回

参加する） 

４ 

５ 学生からのフィードバ

ック・スタッフ間での

振り返り 

1 

RICS検証：プロトタイプとなるRICSはパッ

ケージ化されたものの、年間数名を受け入

れていた実績のある当院でもこの数年は公

募にもかかわらず再教育希望者が獲得でき

なかった。もしくは希望者はいたものの、

研修期間が短かったため、十分な期間RICS

を受けて、医学生の実習に参加することが

することが出来ず、結果、トライアルの教

育効果に関して実証するには至らなかった。 

 

・今後の発展性：少数ではあるが、再教育

を希望する様々な医師がいることは先行知

見が明らかにしている。今後は、RICSプロ

トタイプの経験事例を積み重ねる必要性が

ある。そしてプログラムの妥当性や実現可

能性を検証していく研究という発展性が見

出された。 

医学生が良き教育スタッフに求めるもの 

基本的臨床技能に

関する 

知識・技能 

基本的教育 

スキル 

（フィードバック等）

学習者との 

コミュニケーション

能力 

教育的態度 

熱意・誠実さ 

尊重 
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